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校 長 青 木  経 
  
新年明けましておめでとうございます。昨年は、現在抱えている本校の課題を解決するために、ま

た新学習指導要領や品川区立一貫教育要領の改訂に伴い様々な改善を試みました。その結果や今後の

課題については、保護者による学校評価や児童生徒による授業評価などから具体的な方策を検討して

まいります。 

さて、３学期の重点項目として以下のことを取り組みます。 

 学力定着と生活指導  

 日野学園では、９年間を通して学ぶ姿勢を身に付けさせるために授業を受けるためのきまりやルー

ルがあります。３学期は改めて基本に立ち返り学習規律の指導を重点的におこないます。また、２学

期に生活指導部から出された「子どもの学ぶ力は家庭学習から育ちます」は十分に活用されているで

しょうか。学力の向上は学校での学習と家庭学習の両立から初めて可能です。さらに、２学期に示し

た学年別学力定着・向上に向けた手立てを実践することによって来年度への積み残しがないように子

どもたちに働きかけます。 

また、今年の生活指導全体目標「あいさつをしよう」の指導を徹底します。本校ＰＴＡと児童生徒

会による「あいさつ運動」を２学期に実施しましたが、３学期は教職員が意識して自ら積極的にコミ

ュニケーションを取る工夫をおこないます。 

次に、今年の前半の目標設定として３つを掲げます。 

１、開校５周年の成功  

 ５月１日（土）の開校記念日に開校５周年式典を挙行いたします。平成１８年、幾多の困難を乗り

越え４年間をかけて研究開発した新しい義務教育学校がスタートしたことを全国に発信しました。一

つの節目として今までの５年間を振り返ると共に、５年後の１０周年を見据えた式典とします。すな

わち、５年目としての成果とこれからの５年後の日野学園の未来図をしっかりと描き出すことができ

るようにしたいと思います。お陰様でＰＴＡの活発な活動の結果、式典で披露する校旗の資金的な目

途はつきました。３学期は式典に向けての準備期間とします。 

２、小中一貫教育全国サミットの成功  

 平成１８年７月２８日（金）に本校で第１回小中一貫教育全国サミットが開催されました。本校が

開校した年に全国の自治体・学校が集まりシンポジウムや分科会報告そして講演会おこなわれました。

今年の７月３０日（金）に再び本校を会場として、開催される運びとなりました。全国から集まる関

係者にとって開校して５年目の本校の成果は、大きな関心の的となっています。会場校としての責任

は勿論のこと５年目の成果を掲げられるように今年１年間の教育課程を実践します。 

３、８年生勉強合宿の成功  

 ８月２３日(月)～２６日(木)に３泊４日で８年生勉強合宿を実施します。本校は９年間を通して学

力を効果的に付けることが求められています。一貫教育の最終目標である「自学自習の体得」そして、

９年生での出口保障を確実にすることが保護者等への信頼に繋がることを踏まえ、５年生～９年生の

教員体制で臨みます。 
                 

日野学園だより 

品川区立小中一貫校 日野学園            

                   校長 青 木  経      
                 ホームページアドレス  http://www1.cts.ne.jp/~hinogaku/ 
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日野学園の新たな伝統を作るさまざまな教育活動について、12 月号では１～４年の活動を中心にご

紹介しました。今回は５～９年生の取り組みについてご紹介します。 

キャリア教育の一環として継続して実施している職業体験学習や職場訪問、５～７年合同の百人一

首大会は、子どもたちの普段の教科学習や市民科学習を土台にした総合的展開の活動です。子どもた

ちには多様な力を発揮すること、臨機応変に対応することが求められます。 

地域の多くの方々のご指導の下、避難所連絡会議との連携で今年度初めて実施した防災訓練は、子

どもたちの地域での新たな役割を示唆してくれました。また、朝の読書の時間は、子どもたちに豊か

なひと時を与え、情緒の安定にもつながっています。 

どの活動をとっても、その一つ一つが子どもたちにとって大変貴重な体験ですが、自らかかわるこ

とで活動の意味も深まります。積極的に人や事柄にかかわり、自ら多くのことを学び取ってほしいと

願います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「進路指導部より」 

進路指導担当主幹 久保  誠
 平成２２年の新年にあたり、今年度からの新たな取り組みについての現在の状況と今後について

お知らせいたします。 

 今年度、５年生以上の授業時間を４５分から５０分に変更するに伴い、昨年度までと大きく時程

の変更が行われました。毎朝行われていたステップ学習が給食後に移動し、朝８時２０分から３５

分までの１５分間が年間を通して朝読書の時間になりました。本鈴が８時２５分ということもあり、

スムーズに朝読書が始められるか心配でしたが、現在では児童生徒達だけで朝読書が開始され朝の

静かな１５分間が定着しつつあります。また、朝読書の時間だけでなく休み時間の短い時間でも読

書をする児童生徒の姿が見られるようになりました。 

 また、２学期から特に力を入れてきました、「学力向上」「家庭学習の定着」の活動につきまし

ては、進路指導部と小中一貫教育担当の２つの分掌で協力をしながら工夫を重ね、一貫校ならでは

のひとつの形を作り上げていきたいと考えています。ご家庭のご協力を頂きながらますます充実し

た日野学園にしていきたいと思います。今年もよろしくお願いいたします。 

「生活指導部より」 

生活指導主幹 大竹 基之
 一年の計は元旦にあり。子どもたちには２学期の終業式の時に、１年間を振り返り、年の始めに

は新たな目標を立てようと話しをしました。子どもたちがどんな目標を立てたか楽しみです。 

 ところで、今年度の生活指導目標である「あいさつをしよう」はどのくらい達成できているので

しょうか。以前に比べると出来るようにはなってきていると思いますが、まだ十分ではありません。

特に、朝のあいさつが出来ていないように感じます。 

 「あいさつ」はどうして大切なのでしょうか。子どもたちにはいつも言うことなのですが、人は

決して一人では生きていけません。必ず、自分以外の誰かが周りにいます。「あいさつ」は、他の

人とコミュニケーションを取るための第一歩であり、お互いが気持ちよく過ごしていくためのもの

です。特に朝の「あいさつ」は、一日の始まりの大切なものです。３学期もいろいろな場面で働き

かけていきますので、ご家庭でも「あいさつ」の大切さを話していただければと思います。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「将来を見据えて」 

６学年担任 大野 幸代
１２月３日（木）市民科で６．７年生合同の職場訪問を行いました。移動教室での交流もあり事前

学習や職場への訪問、まとめ学習とスムーズに活動できました。7年生においては夏休みの課題で「身

近に働く人びとへの聞き取り調査・インタビュー」を行っており、事前学習の段階から各職業を意識

した質問や訪問時のマナー、働く人々の姿や思い、仕事に対する考え、職場の様子などをしっかりと

見聞きしてこようという姿勢が表れていました。6年生においては初めての経験ですが、自分たちの

身近な地域にある様々な職業や働くということの大変さ、また、その中にも喜びややりがいなどがあ

るから続けられるということを素直に感じることができたようでした。 

様々な職業の人々と直接会い、実際に働いている職場を見ることで、自分の選んだ仕事においてどの

ような思いや姿勢で働くのかということを考えるよい機会となりました。 

「地域の一員として」 

７学年担任  若狭 俊
 １１月２１日（土）の学校防災訓練では、７年生が地域の方と一緒に簡易トイレ組み立て設置訓

練・煙体験訓練・消火器消化訓練・車椅子搬送訓練を行いました。初めて体験することが多い中、

積極的に参加する姿が見られました。事後の感想では、「私は力がないけど、消火器ならできそうだ

と思いました。災害時には自分でできることを率先してやっていきたいです。」と、訓練で学んだこ

とをいざというときに生かそうと考えてくれた人もいました。また、「災害時にはお年寄りや体の不

自由な方に手をかして、みんなで助け合いたいと思い 

ました。」と、地域の方の役に立とうという気持ちをもって 

くれた人もいました。今回の防災訓練を通して、自分たち 

が地域の力になることができるということがよくわかった 

のではないでしょうか。もちろん、災害時だけでなく、普 

段から地域の一員としての意識をもち、進んで誰かのため 

に行動できる人であって欲しいと思います。 

「働く」とは 

８学年担任 久保 菜津子
８学年は７月７日（火）～ ８日（水）の２日間に職場体験をしてきました。地域社会の人々が真

剣に働いている姿にふれ、地域社会の中で自分たちの生活が成り立っていることを理解することを目

的に掲げ、５０ヶ所以上の職場でお世話になりました。 

 生徒達は、保育園児たちとくたくたになるまで活動したり、販売業の体験、髪の毛のカット練習、

ホテルのベッドメーキング、編集の体験をしたりなど、職場ごとにさまざまな職業に取り組むことが

できました。事後の報告で、緊張しながらも、積極的に行動したことが、生徒達の生き生きとした表

情から伝わってきました。この経験を機会に、自分の進路について考え、時と場に応じた適切な言動

ができるようマナー学習が定着してくれることを願います。 

「５年生徒百人一首」 

５学年担任 小林絵里
５年生は初めて百人一首に取り組んでいます。難しい言葉や、言い回し等でとまどう事もありまし

たが、まずは声に出して詠める事、そして、２学期中に５句は暗唱できる事、冬休み中に２０句は覚

えようと段階を踏んで頑張りました。２学期最後には、クラスでの百人一首大会を行いました。順位

ももちろんですが、ルールをしっかりと覚え、そして１枚でも多く取れるように練習から取り組みま

した。楽しい大会となりました。その後、学年での百人一首大会を行いました。１００首を覚える強

者も現れました。上の句が聞き取りづらくなるほど一喜一憂して盛り上がりました。３学期。いよい

よ５、６、７年生での百人一首大会があります。簡単には上級生に勝てるとは思っていませんが、一

矢報いる事ができるよう、５年生は、一句入魂で頑張ります。 



「学校評価」 

副校長 山口 晃弘  
保護者の皆様全員に、１年間の締めくくりとして学校評価をしていただくよう学校から依頼しまし

た。お渡ししたマークシートの評価シートでお分かりだと思いますが、日野学園として評価項目を厳

選し、全部で３９項目にいたしました。学校で８項目、学習で５項目、生活で７項目、家庭で４項目、

地域で４項目、環境で４項目、ＰＴＡで２項目、特色ある学校で５項目あります。 

 例えば「（学校）教師は一貫校の意義・目的を理解し、使命感をもっている」というような抽象的

な質問から、「（生活）児童生徒は礼儀正しく挨拶ができる」というような具体的な項目までありま

す。中には、学校として最近特に力を入れている「（家庭）家庭学習の手引きに基づき、家庭学習を

習慣化させている」等の質問もあります。 

 日野学園としてこのような調査を行うのは初めてです。集計をした結果がどのようなものになるの

か、今から期待をしています。結果を真摯に受け止め、保護者の考えをフィードバックした一貫校と

してよりよい学校づくりに生かしていきます。こういう施策も、日野学園の文化として創り、よい伝

統として残すことにしていきたいと考えています。 

 今後、結果の集計を進め、まとまったものから２月からの学校便りでお知らせします。 

 

                                         
☆ 9 学年副担任 小山千景先生（英語科）が産休に入られました。新しく平間 健冶先生が着任さ

れました。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

以下の 3点について当初の予定を変更いたします。よろしくお願いいたします。 

 

※ 16 日の市民科授業地区公開講座は、1年生～8年生の授業を公開します。 

※ 2 月 13 日（土）…１～４年ブロック学習成果発表会 １年生～４年生のみ登校日です。 

※ 2 月 6 日（土）…全学年土曜登校日となります。 

1月 行事予定 

月 火 水 木 金 土 日 

    １ 

 

２ 

 

３ 

 

４ 

 

５ 

 

６ 

 

７ 

冬季休業日終

８ 

始業式 

給食始 

９ 

 

10 

 

11 

成人の日 

12 

身体計測1年

計算力ｺﾝﾃｽﾄ

    ～18日

13 

身体計測2年

特別時程 

14 

身体計測4年

書初め展 

～21 日 

15 

身体計測3年

都学力向上

調査 4・7 年 

16 

土曜登校日 

市民科授業 

地区公開講座 

17 

校庭解放 

18 

身体計測 

5・6 年 

19 

 

20 

避難訓練 

校内研究会 

21 

百人一首大会

5-7 年 

22 

4 校合同作品

展～24 日 

23 

 

24 

 

25 

漢字ｺﾝﾃｽﾄ 

～29 日 

26 

 

27 

児童生徒朝礼 

28 

 

29 

 

30 

 

31 

 

 


